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(57)【要約】
【課題】三相回路の電気量の監視の作業が簡素化され、
安価で視認性が良く、更に、設定が容易な電子式指示計
器を提供する。
【解決手段】３つのデジタル表示部と、バーグラフ表示
するための表示要素を３つのデジタル表示部へ出力する
バーグラフ制御部と、バーグラフ表示部と、バーグラフ
表示するための表示要素をバーグラフ表示部へ出力する
バーグラフ制御部とを備え、デジタル制御部から３つの
デジタル表示部へ夫々入力される表示要素が全て同一の
表示要素であるときは、バーグラフ制御部から所定の表
示要素を出力するようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被計測回路である三相回路の電圧と電流とが入力され前記入力された電圧と電流とに基
づいて前記三相回路の電気量を演算する計測演算部と、前記電圧と前記電流と前記電気量
とのうちの少なくとも何れか１つをデジタル表示するための表示要素として出力するデジ
タル制御部と、前記デジタル制御部から出力された前記表示要素が入力されこれらの表示
要素を夫々デジタル表示する３つのデジタル表示部と、前記電圧と電流と電気量とのうち
の少なくとも何れか１つをバーグラフ表示するための表示要素として出力するバーグラフ
制御部と、前記バーグラフ制御部から出力された前記表示要素が入力されこの表示要素を
バーグラフ表示するバーグラフ表示部とを備え、前記デジタル制御部から前記３つのデジ
タル表示部へ夫々入力される前記デジタル表示のための前記表示要素が全て同一の表示要
素であるときは、前記バーグラフ制御部は、前記バーグラフ表示のための前記表示要素と
して所定の表示要素を出力することを特徴とする電子式指示計器。
【請求項２】
　前記三相回路が三相３線式回路であるとき、前記バーグラフ制御部は、前記デジタル制
御部から前記３つのデジタル表示部へ夫々入力される前記デジタル表示のための前記表示
要素が前記三相回路のＲＳ相電圧とＳＴ相電圧とＴＲ相電圧であれば、前記ＴＲ相電圧を
前記所定の表示要素として出力することを特徴とする請求項1に記載の電子式指示計器。
【請求項３】
　前記三相回路が三相３線式回路であるとき、前記バーグラフ制御部は、前記デジタル制
御部から前記３つのデジタル表示部へ夫々入力される前記デジタル表示のための前記表示
要素が前記三相回路のＲ相電流とＳ相電流とＴ相電流であれば、前記Ｓ相電流を前記所定
の表示要素として出力することを特徴とする請求項1に記載の電子式指示計器。
【請求項４】
　前記三相回路が三相４線式回路であるとき、前記バーグラフ制御部は、前記デジタル制
御部から前記３つのデジタル表示部へ夫々入力される前記デジタル表示のための前記表示
要素が前記三相回路の各相の電圧であれば、前記各相の電圧の平均値を前記所定の表示要
素として出力することを特徴とする請求項1に記載の電子式指示計器。
【請求項５】
　前記三相回路が三相４線式回路であるとき、前記バーグラフ制御部は、前記デジタル制
御部から前記３つのデジタル表示部へ夫々入力される前記デジタル表示のための前記表示
要素が前記三相回路の各相の電流であれば、前記各相の電流の平均値を前記所定の表示要
素として出力することを特徴とする請求項1に記載の電子式指示計器。
【請求項６】
　前記三相回路が三相４線式回路であるとき、前記デジタル制御部から前記３つのデジタ
ル表示部へ夫々入力される前記デジタル表示のための前記表示要素が前記三相回路の各相
の電力と無効電力と皮相電力と力率とのうちの何れか１つであれば、前記バーグラフ制御
部は、前記３つのデジタル表示部へ夫々入力される前記デジタル表示のための前記表示要
素の総和を前記所定の表示要素として出力することを特徴とする請求項１記載の電子式指
示計器。
【請求項７】
　前記バーグラフ制御部は、前記デジタル制御部から前記３つのデジタル表示部へ夫々入
力される前記デジタル表示のための前記表示要素が前記三相回路の各相の電圧と電流と電
力と無効電力と皮相電力と力率とのうちの何れか１つであれば、前記３つのデジタル表示
部へ夫々入力される前記デジタル表示のための前記表示要素のうちの最大値と最小値とを
前記所定の表示要素として出力することを特徴とする請求項１記載の電子式指示計器。
【請求項８】
　バーグラフ表示の切替タイマーを備え、前記デジタル制御部から前記３つのデジタル表
示部へ夫々入力される前記デジタル表示のための前記表示要素が前記三相回路の各相に於
ける同一の表示要素であるときは、前記バーグラフ制御部は、前記切替タイマーから出力
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される切替タイミングに基づいて、前記デジタル表示される前記各相に於ける同一の表示
要素に対応する各相のバーグラフ表示のための表示要素を、前記各相毎に順次切り替えて
出力することを特徴とする請求項１記載の電子式指示計器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、三相回路の電圧と電流を入力し、三相回路の電圧、電流、電力、無効電力
、力率、周波数等の電気量を前記電圧と電流とに基づいて演算し表示するようにした電子
式指示計器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子式指示計器に於いて、電気回路の電圧、電流を入力し、その電圧と電流とに
基づいて演算した電気量を1つのデジタル表示部と1つのバーグラフ表示部との両方に表示
させ、デジタル値による直接数値による監視とバーグラフ表示による視覚的な監視とを両
立させるようにした技術が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１３６２８１号公報（第６頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の電子式指示計器は、1つのデジタル表示部と1つのバーグラフ表示部とを備えてい
るのみであり、例えば三相回路に適用した場合、三相回路の電圧、電流、電力、無効電力
、力率等の電気量を各相毎に表示させるには、デジタル表示部に表示させる電気量とバー
グラフ表示手段に表示させる電気量との切り替えを行う操作が極めて煩雑となる。
【０００５】
　そのような操作の煩雑さを解消する対策の一つとして、複数のデジタル表示部を設ける
ことが考えられるが、この場合、複数のデジタル表示部に対応した複数のバーグラフ表示
部を設けるようにした場合、その表示部のためのスペースが大きく且つ高価となり、又、
表示されるバーグラフやデジタル数値が小さくなり表示が見難くなるという課題がある。
【０００６】
　又、別の対策として、複数のデジタル表示部に対して１つのバーグラフ表示部を設ける
ことが考えられるが、この場合、複数のデジタル表示部にデジタル表示している複数の表
示要素のうちから1つを選択し、その選択した表示要素に対応する1つのみの表示要素をバ
ーグラフ表示することになるため、三相回路の１つの相の状態しかバーグラフでは監視で
きず、各相を切り替えて表示する必要があり、やはり監視の作業が煩雑となる課題が残る
。
【０００７】
　この発明は、従来の装置に於ける上記のような課題を解決するためになされたもので、
三相回路の電気量の監視の作業が簡素化され、安価で視認性が良く、更に、設定が容易な
電子式指示計器を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明による電子式指示計器は、被計測回路である三相回路の電圧と電流とが入力さ
れ前記入力された電圧と電流とに基づいて前記三相回路の電気量を演算する計測演算部と
、前記電圧と前記電流と前記電気量とのうちの少なくとも何れか１つをデジタル表示する
ための表示要素として出力するデジタル制御部と、前記デジタル制御部から出力された前
記表示要素が入力されこれらの表示要素を夫々デジタル表示する３つのデジタル表示部と
、前記電圧と電流と電気量とのうちの少なくとも何れか１つをバーグラフ表示するための
表示要素として出力するバーグラフ制御部と、前記バーグラフ制御部から出力された前記
表示要素が入力されこの表示要素をバーグラフ表示するバーグラフ表示部とを備え、前記
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デジタル制御部から前記３つのデジタル表示部へ夫々入力される前記デジタル表示のため
の前記表示要素が全て同一の表示要素であるときは、前記バーグラフ制御部は、前記バー
グラフ表示のための前記表示要素として所定の表示要素を出力するようにしたものである
。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明による電子式指示計器によれば、デジタル制御部から３つのデジタル表示部へ
夫々入力されるデジタル表示のための表示要素が全て同一の表示要素であるときは、バー
グラフ制御部は、バーグラフ表示のための表示要素として所定の表示要素を出力するよう
にしたので、３つのデジタル表示のための表示要素が同じ場合に、その表示要素に於ける
各相の平均値、各相の総和、各相の最大値と最小値等、所望の表示要素を１つのバーグラ
フ表示部にバーグラフ表示させることができ、三相回路の電気量の監視の作業が簡素化さ
れ、安価で視認性が良く、更に、設定が容易となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１による電子式指示計器を示すブロック図である。図１
に於いて、電源（図示せず）がΔ結線された三相３線式回路（以下、単に、三相回路と称
する）５０は、導体Ｒ、導体Ｓ、導体Ｔからなり、電子式指示計器１００により後述の各
種電気量が演算される計測対象である。電子式指示計器１００は、計測演算部１と、デジ
タル制御部２と、バーグラフ制御部３と、操作部４と、設定値記憶制御部５と、デジタル
上段表示部６１とデジタル中段表示部６２とデジタル下段表示部６３とからなる３つのデ
ジタル表示部６と、１つのバーグラフ表示部７とを備えている。
【００１１】
　計測演算部１は、その入力端子が三相回路５０の導体Ｒと導体Ｓと導体Ｔに夫々接続さ
れ、ＲＳ相電圧とＳＴ相電圧、及びＲ相電流とＴ相電流を夫々入力とし、それらの電圧及
び電流に基づいて、設定値記憶制御部５に設定された後述する設定値に従ってＴＲ相電圧
、Ｓ相電流、及び各相の電圧実効値、各相の電流実効値、及び総合電力、総合無効電力、
総合皮相電力、総合力率を演算し、その演算結果である電気量をデジタル制御部２及びバ
ーグラフ制御部３に入力する。
【００１２】
　操作部４は、操作者により操作され、三相回路５０が三相３線式であるか三相４線式で
あるかによる相線式の設定と、計測演算部１により演算された電気量の何れを表示するか
の表示内容等の切り替えの設定を行なう。設定値記憶制御部５は、操作部４により設定さ
れた設定内容を、相線式設定値５０１と、バーグラフ表示設定値５０２と、表示内容設定
値２０１として記憶する。
【００１３】
　設定値記憶制御部５は、これらの記憶した設定値のうち、相線式設定値５０１とバーグ
ラフ表示設定値５０２とをバーグラフ制御部３へ出力し、表示内容設定値５０３をデジタ
ル制御部２へ出力する。尚、ここで、相線式設定値５０１と、バーグラフ表示設定値５０
２と、表示内容設定値２０１とは、数値若しくは数値以外の設定内容を含むものである。
【００１４】
　デジタル制御部２は、計測演算部１に入力された電圧及び電流、並びに計測演算部１に
より演算された各相の電圧実効値、各相の電流実効値、及び総合電力、総合無効電力、総
合皮相電力、総合力率からなる電気量が計測演算部１から入力され、操作部４により操作
員により設定されて設定値記憶制御部５に記憶されている表示内容設定値５０３に基づい
て、入力された電気量のうちから選択した電気量を後述のデジタル表示部６によりデジタ
ル表示するための表示要素として出力するものであり、デジタル上段制御部２０１とデジ
タル中段制御部２０２とデジタル下段制御部２０３とを備える。
【００１５】
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　バーグラフ制御部３は、計測演算部１から出力される前述の電気量と、設定値記憶制御
部５から出力される相線式設定値５０１とバーグラフ表示設定値５０２とが入力されると
共に、デジタル制御部２に於けるデジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御部２０２
とデジタル下段制御部２０３からの出力が入力され、後述のバーグラフ表示部７によりバ
ーグラフ表示するための表示要素を出力する。
【００１６】
　デジタル上段表示部６１、デジタル中段表示部６２、デジタル下段表示部６３は、夫々
、デジタル制御部２のデジタル上段制御部２０１、デジタル中段制御部２０２、デジタル
下段制御部２０３に対応して設けられており、デジタル上段制御部２０１、デジタル中段
制御部２０２、デジタル下段制御部２０３から夫々出力される表示要素としての電気量を
デジタル表示する。バーグラフ表示部７は、バーグラフ制御部３から出力される表示要素
としての電気量をバーグラフにてアナログ表示する。
【００１７】
　次に動作について説明する。三相回路５０は、この実施の形態では三相３線式であり、
操作員は操作部４により相線式として三相３線式に設定し、その設定値を設定値記憶制御
部５に相線式設定値５０１として記憶させる。計測演算部３は、設定値記憶制御部５に記
憶された相線式設定値５０１に従がい、三相回路５０から入力されるＲＳ相電圧とＳＴ相
電圧の値、及びＲ相電流とＴ相電流の値に基づいて、ＴＳ相電圧の値、及びＳ相電流の値
を演算により求めると共に、各相の電圧実効値、各相の電流実効値、総合電力、総合無効
電力、総合皮相電力、総合力率を演算により求める。
【００１８】
　計測演算部１に入力された電圧及び電流の値、並びに演算された前述の電気量は、デジ
タル制御部４とバーグラフ制御部９へ出力される。デジタル制御部４では、設定値記憶制
御部２の表示内容設定値５０３からの情報に基づいて、夫々対応するデジタル上段表示部
６１とデジタル中段表示部６２とデジタル下段表示部６３に表示させる電気量を選択し、
夫々表示要素としてデジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御部２０２とデジタル下
段制御部２０３とから出力する。デジタル上段表示部６１、デジタル中段表示部６２、デ
ジタル下段表示部６３は、夫々対応するデジタル上段制御部２０１、デジタル中段制御部
２０２、デジタル下段制御部２０３から出力された夫々の表示要素が入力され、これらの
表示要素をデジタル表示する。
【００１９】
　この実施の形態１の場合、例えば、デジタル上段制御部２０１は表示要素としてＲＳ相
電圧の値を出力してデジタル上段表示部６１にその値をデジタル表示させ、デジタル中段
制御部２０２は表示要素としてＳＴ相電圧値を出力してデジタル上段表示部６２にその値
をデジタル表示させ、デジタル下段制御部２０３は表示要素としてＴＲ相電圧値を出力し
てデジタル上段表示部６３にその値をデジタル表示させる。
【００２０】
　尚、デジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御部２０２とデジタル下段制御部２０
３のうち、何れか１つ若しくは２つが何れかの相電圧の値を出力し、他の２つ若しくは１
つが何れかの相電流の値を出力するように、操作部４の操作により設定値記憶制御部５の
表示内容設定値を任意に設定することが可能であり、この場合、デジタル上段表示部６１
とデジタル中段表示部６２とデジタル下段表示部６３とは、デジタル制御部２から入力さ
れる前述の表示要素に対応して、何れか１つ若しくは２つが何れかの相電圧の値をデジタ
ル表示し、他の２つ若しくは１つが何れかの相電流の値をデジタル表示することになる。
【００２１】
　又、前述のデジタル制御部２から出力される表示要素のデジタル表示と同時に、バーグ
ラフ表示部３は、設定値記憶制御部２の相線式設定値５０１とバーグラフ設定値５０２か
らの出力、並びにデジタル制御部２のデジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御部２
０２とデジタル下段制御部２０３とからの各デジタル表示内容に関する出力に基づいて、
計測演算部３から入力された電気量のうちの所定の電気量を後述するように選択し、この
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選択した電気量をバーグラフ表示するための表示要素として出力する。バーグラフ表示部
７は、バーグラフ制御部３から出力された表示要素をバーグラフによりアナログ表示する
。
【００２２】
　図２は、設定値記憶制御部５に記憶された相線式設定値５０１が三相３線式に設定され
ている場合の、バーグラフ制御部３に於けるバーグラフ出力判定のフローチャートである
。この処理は所定時間間隔で繰り返される。図２に於いて、ステップＳ１１１では操作部
２によりデジタル表示の切替操作が発生したか否かを判定し、デジタル表示の切替操作が
発生した場合にＹＥＳとなりステップＳ１１２へ進む。切替操作が発生していなければ、
ＮＯとなって処理を終了する。ステップＳ１１２では、先ずデジタル上段制御部２０１と
デジタル中段制御部２０２とデジタル下段制御部２０３から出力される表示要素を比較判
定する。
【００２３】
　ステップＳ１１２での判定の結果、デジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御部２
０２とデジタル下段制御部２０３との全ての表示要素が電圧であるか、又は、全ての表示
要素が電流でなければ、ＮＯとなってステップＳ１１３へ進み、設定値記憶制御部２に記
憶されているバーグラフ表示設定値５０２に基づく電気量をバーグラフ表示するための表
示要素としてバーグラフ表示部７へ出力して処理を終了する。バーグラフ表示部７は、そ
の出力された表示要素である電気量をバーグラフ表示する。一方、ステップＳ１１２での
判定の結果、全ての表示要素が電圧であるか、又は全ての表示要素が電流であれば、ＹＥ
ＳとなってステップＳ１１４へ進み、その表示要素が電圧か電流であるかを比較判定する
。
【００２４】
　ステップＳ１１４での判定の結果、全ての表示要素が電流である場合にはＮＯとなり、
ステップＳ１１５に進む。ステップＳ１１５では、バーグラフ制御部３は、計測演算手段
１に入力されたＲ相電流の値とＴ相電流の値に基づいて演算したＳ相電流の値をバーグラ
フ表示するための表示要素として出力し処理を終了する。バーグラフ表示部７は、バーグ
ラフ制御３から入力された表示要素としてのＳ相電流の値をバーグラフによりアナログ表
示する。
【００２５】
　ステップＳ１１４での判定の結果、全ての表示要素が電圧である場合にはＹＥＳとなり
、ステップＳ１１６に進む。ステップＳ１１６では、バーグラフ制御部３は、計測演算部
１に入力されたＲＳ相電圧の値とＳＴ相電圧の値とに基づいて演算したＴＲ相電圧の値を
バーグラフ表示するための表示要素として出力して処理を終了する。バーグラフ表示部７
は、バーグラフ制御３から入力された表示要素としてのＴＲ相電圧の値をバーグラフによ
りアナログ表示する。
【００２６】
　次に、三相回路５０が、電源がＹ結線された三相４線式である場合について説明する。
この場合、操作員は、操作部４を操作して相線式を三相４線式に設定し、その設定値を設
定値記憶制御部５に相線式設定値５０１として記憶させる。
【００２７】
　計測演算部１は、その入力端子が三相回路５０の導体Ｒと導体Ｓと導体Ｔに夫々接続さ
れ、Ｒ相電圧とＳ相電圧とＴ相電圧と、及びＲ相電流とＳ相電流とＴ相電流が夫々入力さ
れ、それらの入力された電圧及び電流の値に基づいて、電気量としての各相の電圧実効値
と平均電圧、各相の電流実効値と平均電流、各相の電力量と総合電力、各相の無効電力と
総合の無効電力、各相の皮相電力と総合の皮相電力、各相の力率と総合の力率を演算する
。そしてその演算結果及び前述の入力された電圧及び電流の値をデジタル制御部２及びバ
ーグラフ制御部３に入力する。
【００２８】
　三相回路５０が、電源がＹ結線された三相４線式である場合、例えば、デジタル上段制
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御部２０１はＲ相電圧の値をデジタル表示するための表示要素として出力しデジタル上段
表示部６１にその値をデジタル表示させ、デジタル中段制御部２０２はＳ相電圧の値をデ
ジタル表示するための表示要素として出力しデジタル上段表示部６２にその値をデジタル
表示させ、デジタル下段制御部２０３はＴ相電圧の値をデジタル表示するための表示要素
として出力しデジタル上段表示部６３にその値をデジタル表示させる。
【００２９】
　尚、デジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御部２０２とデジタル下段制御部２０
３のうち、何れか１つ若しくは２つが何れかの相電圧の値を出力し、他の２つ若しくは１
つが何れかの相電流の値を出力するように、操作部４の操作により設定値記憶制御部５の
表示内容設定値を任意に設定することが可能である。この場合、デジタル上段表示部６１
とデジタル中段表示部６２とデジタル下段表示部６３とは、デジタル制御部２から入力さ
れる前述の表示要素の値に対応して、何れか１つ若しくは２つが何れかの相電圧の値を表
示し、他の２つ若しくは１つが何れかの相電流の値をデジタル表示することになる。
【００３０】
　又、前述のデジタル制御部２から出力された表示要素のデジタル表示と同時に、バーグ
ラフ表示部３は、設定値記憶制御部２の相線式設定値５０１とバーグラフ設定値５０２か
らの出力、並びにデジタル制御部２のデジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御部２
０２とデジタル下段制御部２０３とからの各デジタル表示内容に関する出力に基づいて、
計測演算部３から入力された電気量のうちの所定の電気量を後述するように選択し、この
選択した電気量をバーグラフ表示するための表示要素として出力する。バーグラフ表示部
７は、バーグラフ制御部３から出力された所定の電気量としての表示要素をバーグラフに
よりアナログ表示する。
【００３１】
　図３は、設定値記憶制御部５に記憶された相線式設定値５０１が三相４線式に設定され
ている場合の、バーグラフ制御部３に於けるバーグラフ出力判定のフローチャートである
。この処理は所定時間間隔で繰り返される。図３に於いて、ステップＳ１０１では操作部
２によりデジタル表示の切替操作が発生したか否かを判定し、デジタル表示の切替操作が
発生した場合にＹＥＳとなりステップＳ１０２へ進む。切替操作が発生していなければ、
ＮＯとなって処理を終了する。ステップＳ１０２では、先ずデジタル上段制御部２０１と
デジタル中段制御部２０２とデジタル下段制御部２０３の表示要素を比較判定する。
【００３２】
　このステップＳ１０２での判定の結果、デジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御
部２０２とデジタル下段制御部２０３との全ての表示要素が同一でなければ、ＮＯとなっ
てステップＳ１０３へ進み、設定値記憶制御部２に記憶されているバーグラフ表示設定値
５０２に基づく電気量をバーグラフ表示のための表示要素として出力して処理を終了する
。バーグラフ表示部７は、バーグラフ制御部３から出力された表示要素としての電気量を
バーグラフ表示する。一方、ステップＳ１０２での判定の結果、全ての表示要素が同一で
あれば、ＹＥＳとなってステップＳ１０４へ進み、その表示要素が電圧又は電流であるか
を比較判定する。
【００３３】
　ステップＳ１０４での判定の結果、表示要素が電圧又は電流以外である場合にはＮＯと
なり、ステップＳ１０５に進む。ステップＳ１０５では、デジタル上段制御部２０１とデ
ジタル中段制御部２０２とデジタル下段制御部２０３の表示要素の総合値を出力して処理
を終了する。例えばデジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御部２０２とデジタル下
段制御部２０３の表示要素が各相の力率であれば、バーグラフ制御部３は、その三相回路
全体の総合力率を表示要素として出力する。バーグラフ表示部７は、バーグラフ制御３か
ら出力された表示要素としての総合力率をバーグラフによりアナログ表示する。
【００３４】
　ステップＳ１０４での判定の結果、表示要素が電圧又は電流である場合にはＹＥＳとな
り、ステップＳ１０６に進む。ステップＳ１０６では、バーグラフ制御部３は、デジタル
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上段制御部２０１とデジタル中段制御部２０２とデジタル下段制御部２０３の表示要素で
ある各相の電圧又は電流の平均値を、バーグラフ表示するための表示要素として出力して
処理を終了する。バーグラフ表示部７は、バーグラフ制御部３から出力された表示要素と
しての電圧又は電流の平均値をバーグラフによりアナログ表示する。
【００３５】
　以上述べたように、この発明の実施の形態１による電子式指示計器によれば、三相回路
の電気量を３つのデジタル表示部に同要素の各相の電気量を表示させることで、それら３
つのデジタル表示の値を１つのバーグラフで視覚的に監視ができ、全てのデジタル数値を
順次切替ながらバーグラフへ表示させる手間を省くことができる。また、バーグラフ表示
部へ表示する電気量を、デジタル表示する電気量から自動判定するため、バーグラフ表示
のための設定が簡素化することができる。
【００３６】
実施の形態２．
　次に、この発明の実施の形態２による電子式指示計器について説明する。図４は、この
発明の実施の形態２による電子式指示計器のバーグラフ制御部９に於けるバーグラフ出力
判定のフローチャートである。尚、その他については前述の実施の形態１の場合と同様で
ある。
【００３７】
　図４に於いて、ステップＳ１２１では操作部４によりデジタル表示部６に表示させるべ
き表示内容の切替操作が発生したか否かを判定し、切替操作が発生しておれば ＹＥＳと
なって、ステップＳ１２２へ進む。切替操作が発生していなければＮＯとなって、処理を
終了する。ステップＳ１２２では、デジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御部２０
２とデジタル下段制御部２０３の表示要素を比較判定する。ステップＳ１２２での判定の
結果、全ての表示要素が同じでなければＮＯとなって、ステップＳ１２３へ進み、設定値
記憶制御部５に記憶しているバーグラフ表示設定値５０３に従って表示要素を出力し処理
を終了する。バーグラフ表示部７は、その出力された表示要素のバーグラフ表示を行なう
。
【００３８】
　ステップＳ１２２での判定の結果、デジタル上段制御部２０１、デジタル中段制御部２
０２、デジタル下段制御部２０３から出力された各デジタル表示要素が全て同じ表示要素
の場合、つまり、例えば、デジタル上段制御部２０１がＲ相の電圧、デジタル中段制御部
２０２がＳ相の電圧、デジタル下段制御部２０３がＴ相の電圧を夫々表示要素として出力
している場合、ＹＥＳとなってステップＳ１２４に進む。
【００３９】
　ステップＳ１２４では、その同一の表示要素のうちの最大値と最小値を求め、その両方
の値をバーグラフ表示するための表示要素としてバーグラフ表示部７へ出力し、処理を終
了する。バーグラフ表示部７は、その出力された表示要素としての最大値と最小値をバー
グラフにて表示する。
【００４０】
　以上述べたように、この発明の実施の形態２による電子式指示計器によれば、三相回路
の電気量を３つのデジタル表示部に同要素の各相の電気量を表示させ、それら３つのデジ
タル表示のうちの最大値と最小値を１つのバーグラフで視覚的に監視ができ、全てのデジ
タル数値を順次切替ながらバーグラフへ表示させる手間を省くことができる。
【００４１】
実施の形態３．
　次に、この発明の実施の形態３による電子式指示計器について説明する。図５は、この
発明の実施の形態３による電子式指示計器を示すブロック図、図６はそのバーグラフ制御
部に於けるバーグラフ出力判定のフローチャートで、この処理は所定時間間隔で繰り返さ
れる。図５に於いて、バーグラフ制御部３に接続されたバーグラフ表示切替タイマー８は
、バーグラフ表示部７に於けるバーグラフ表示の切替を後述するように制御する。尚、そ
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の他の構成は前述の実施の形態１と同様である。
【００４２】
　次に動作について説明する。図６に於いて、ステップＳ１３１では、操作員による操作
部２の操作によりデジタル表示内容の切替が発生したか否かを判定し、デジタル表示内容
の切替が発生した場合、ＹＥＳとなってステップＳ１３２に進む。ステップS１３２では
、デジタル上段制御部２０１とデジタル中段制御部２０２とデジタル下段制御部２０３の
表示要素が同一であるか否かを比較判定する。
【００４３】
　ステップＳ１３２での判定の結果、デジタル表示部６での全ての表示要素が同じでなけ
ればＮＯとなり、ステップＳ１３３に進み、設定値記憶制御部２のバーグラフ表示設定値
２０３に記憶された表示要素の値を出力し処理を終了する。これにより、バーグラフ表示
部７は、その出力された表示要素をバーグラフ表示する。
【００４４】
　ステップＳ１３２での判定の結果、デジタル上段制御部４０１デジタル中段制御部４０
２デジタル下段制御部４０３から出力された各デジタル表示要素が全て同じ要素の場合、
ＹＥＳとなり、ステップＳ１３４に進む。ステップＳ１３４では、バーグラフ制御部３は
バーグラフ表示切替タイマー１０を起動させてステップＳ１３５へ進み、最初の相、例え
ばＲ相の表示要素の値をバーグラフ８へ出力し処理を終了する。これにより、バーグラフ
表示部７はその入力された最初の相の表示要素をバーグラフ表示する。
【００４５】
　この状態で、ステップＳ１３１による判定の結果、デジタル表示の切替が発生していな
ければＮＯとなり、ステップＳ１３６に進む。バーグラフ表示切替タイマー１０は、ステ
ップＳ１３４にて起動されてから設定された所定時間後に、バーグラフ切替タイミングを
出力するが、ステップＳ１３６では、そのバーグラフ表示切替タイミングが発生されたか
否かを判定する。ステップＳ１３６での判定の結果、バーグラフ表示切替タイミングが発
生していればＹＥＳとなり、ステップＳ１３７に進み、バーグラフの表示要素の相を切り
替え、次の相、例えばＳ相の表示要素を出力して処理を終了する。これにより、バーグラ
フ表示部７はその入力された次の相の表示要素をバーグラフ表示する。
【００４６】
　次に、この状態から再びステップＳ１３１による判定の結果、デジタル表示の切替が発
生していなければＮＯとなり、ステップＳ１３６に進む。バーグラフ表示切替タイマー１
０は、前回のバーグラフ切替タイミングの出力から所定時間後に再度バーグラフ切替タイ
ミングを出力するが、ステップＳ１３６では、そのバーグラフ表示切替タイミングが発生
されたか否かを判定する。ステップＳ１３６での判定の結果、バーグラフ表示切替タイミ
ングが発生していればＹＥＳとなり、ステップＳ１３７に進み、バーグラフの表示要素の
相を切り替え、前回の相に対する次の相、例えばＴ相の表示要素を出力して処理を終了す
る。これにより、バーグラフ表示部７はその入力された次の相の表示要素をバーグラフ表
示する。
【００４７】
　このように、この発明の実施の形態３による電子式指示計器によれば、一定の所定時間
毎にバーグラフ表示部７の表示を、各相順次切り替えて行うことができ、三相回路の電気
量を３つのデジタル表示に同要素の各相の電気量を表示させ、それら３つのデジタル表示
の値を１つのバーグラフで視覚的に監視ができ、全てのデジタル数値を順次切替ながらバ
ーグラフへ表示させる手間を省くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】この発明の実施の形態１による電子式指示計器を示すブロック図である。
【図２】この発明の実施の形態１による電子式指示計器に於ける三相３線回路計測時のバ
ーグラフ出力判定のフローチャートである。
【図３】この発明の実施の形態１による電子式指示計器の三相４線回路計測時のバーグラ
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【図４】この発明の実施の形態２による電子式指示計器のバーグラフ出力判定のフローチ
ャートである。
【図５】この発明の実施の形態３による電子式指示計器を示すブロック図である。
【図６】この発明の実施の形態３による電子式指示計器のバーグラフ出力判定のフローチ
ャートである。
【符号の説明】
【００４９】
　１　　計測演算部
　２　　デジタル制御部
　２０１　　デジタル上段制御部
　２０２　　デジタル中段制御部
　２０３　　デジタル下段制御部
　３　　バーグラフ制御部
　４　　操作部
　５　　設定値記憶制御部
　５０１　　相線式設定値
　５０２　　バーグラフ表示設定値
　５０３　　表示内容設定値
　６　　デジタル表示部
　６１　　デジタル上段表示部
　６２　　デジタル中段表示部
　６３　　デジタル下段表示部
　７　　バーグラフ表示部

【図１】 【図２】
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